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第３期地区

自然再生の場
別委員会で検討中
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第２期地区前面の護岸バリエーションの考え方

区間を保全ゾーンとして考え、人の出入りを制限する。
護岸への出入りは背後地からのアクセス道路前面とする。

基本断面での整備を考え、A.P.+3.0mまでの乱積み部
には変化を持たせ、生物の生息空間とする。（親水部としない）

背後地からのアクセス道路前面については、階段、または、
デッキを配置。小段も考慮。

①法面を階段状に整備

②デッキを整備

③法面に階段、幅２ｍの小段

＋7.2ｍ

＋7.1ｍ

＋7.3ｍ

＋7.４ｍ

転落防護柵
＋3.0ｍ

＋3.0ｍ

転落防護柵

転落防護柵 ＋7.2ｍ

基本断面

必要高さ

必要高さ

必要高さ

必要高さ

必要高さ

乱積み

資料－７
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護岸バリエーションについて
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  H.H.W.L. AP＋5.40m

 AP+1.00m
捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）
 AP＋5.65m

遊歩道

 AP＋2.10m
 AP＋3.00m

1:2  AP＋4.00m

4372 5300

④法面にブロック階段、幅４.３ｍの小デッキ

転落防護柵

１



AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）

 AP＋5.65m

遊歩道

 AP＋2.10m

 AP＋4.00m

総合

階段にブロッ
ク等を用いる
ので施工性
は良い。

石による階段
づくりは施工
面での難易
度が高い。

施工性は良
い。

石による階段
づくりは施工
面での難易
度が高い。

施工性

断面形状が
基本断面と異
なるので変化
のある景観と
なり得る。

断面形状が
基本断面と異
なるので変化
のある景観と
なり得る。

断面形状が
基本断面と大
きく異なるの
でランドマー
クになる。

断面形状が
基本断面に
近いので単
調な景観とな
る。

景観

・アクセス

・ベンチ機能

・眺望

・デッキ（通
路）

・アクセス

・ベンチ機能

・眺望

・通路（小）

・デッキ

・広場

・眺望

・親水性は
他案に比

べて低い

・アクセス

・ベンチ機能

・眺望

利用

背後の防護
高さが①に比
べ20cm高く
なる。

背後の防護
高さが①に比
べ10cm高く
なる。

背後の防護
高さが①に比
べ10cm低く
なる。

背後での防
護高さは

A.P.+7.2m。

防護面

評価

○階段により天端からA.P.+3.0mまでのアクセ
スを確保し、最下段に幅4.3mの小デッキを
設置して滞留場を設ける。

○小デッキ形成のためにA.P.+3.0m以上の法
面を約4.3m陸側にセットバック。
○規模は幅50m程度

○擁壁によって展望デッキを設置。

○規模は幅50m×奥行き10m程度の長方形。

○階段により天端からA.P.+3.0mまでのアクセ
スを確保し、階段の最下段に幅2mの小段を
設置して小規模な滞留場を設ける。

○小段形成のためにA.P.+3.0m以上の法面を
2m陸側にセットバック。
○規模は幅50m程度

○階段により天端からA.P.+3.0mまでのアクセ
スを確保。

○規模は幅50m程度。

計画概要アクセス道路前面のバリエーション案

①法面を階段状に整備

＋7.2ｍ
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④法面にブロック階段、幅４.３ｍの小デッキ
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